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もうすぐ梅雨入り

雨の備えは万全ですか？
―がけ地整備に市が補助します

これから雨の多い季節を迎えます。長雨
や集中豪雨は、洪水やがけ崩れなど大きな
被害をもたらすこともあります。被害を最
小限にするためには、日ごろからの備えが
大切。もう一度家の周りを点検してみまし
ょう。市では、危険ながけ地を整備する人
に対して補助金を交付し、がけ崩れによる
災害を防止しています。

※
く
わ
し
く
は
総
務
課
防
災
対
策
室

（
1
20
‐
１
５
１
０
）へ
。

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭

い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
の
こ
と

で
、
梅
雨
の
終
わ
り
ご
ろ
に
よ
く
起
こ

り
ま
す
。

狭
い
地
域
に
限
ら
れ
、
突
発
的
に
降

る
た
め
、
中
小
河
川
の
は
ん
ら
ん
や
土

砂
崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大
き

な
被
害
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。が

け
崩
れ
は
、
斜
面
が
突
然
崩
れ
落

ち
る
災
害
で
、
大
雨
・
長
雨
な
ど
で
、

地
面
に
水
が
染
み
込
ん
だ
と
き
や
、
地

震
が
き
っ
か
け
で
起
こ
り
ま
す
。

が
け
崩
れ
は
、
前
ぶ
れ
が
あ
ま
り
な

く
突
然
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
、
崩
れ
た
土
砂
が
斜
面
の
高

さ
の
２
〜
３
倍
も
離
れ
た
所
ま
で
届
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
た
ら
注

意
が
必
要
で
す
。
も
う
一
度
家
の
周
り

を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇

が
け
か
ら
水
が
急
に
吹
き
出
し
た
り
、

濁
り
始
め
る

〇

が
け
や
斜
面
に
亀
裂
が
入
る

〇

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

突
然
発
生
す
る

が
け
崩
れ

集
中
豪
雨
に
は

注
意
が
必
要

大
雨
の
と
き
な
ど
に
発
表
さ
れ
る
注

意
報
や
警
報
は
、
各
地
域
の
住
民
に
注

意
を
呼
び
掛
け
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

注
意
報
は
、
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が

あ
る
と
き
に
、
警
報
は
、
重
大
な
災
害

が
起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
に
発
表
さ

災
害
情
報
は

防
災
行
政
無
線
で

れ
ま
す
。

大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の
予
報
・
警

報
な
ど
の
情
報
は
、
市
内
92
カ
所
に
設

置
さ
れ
た
防
災
行
政
無
線
で
市
民
の
み

な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

万
一
、
防
災
行
政
無
線
を
聞
き
逃
し

た
場
合
は
、「
消
防
本
部
災
害
状
況
等

案
内
」（
1
24
‐
３
８
３
８
）に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

がけ地整備事業補助金

500万円を限度に事業費の半額を助成
市では、危険ながけ地によう壁を設けたり、のり面（傾斜地）を整備した
りする人に対して補助をしています。
●補助対象事業
〇高さ（垂直）が5ｍ以上のがけ地の整備
〇崩壊して家屋に著しい被害を及ぼす恐れのあるがけ地の整備
なお、宅地造成事業や宅

地分譲事業の一つとして整
備する場合は、対象とはな
りません。
●補助額＝500万円を限度
に、事業費の半額
※補助を受けるには手続き
が必要です。着工する前
に土木課に相談してくだ
さい。くわしくは同課（1

20-1550）へ。
斜面対策で雨でも安心（成毛地区）


